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IDE的支援を用いた小説執筆のためのアプリケーション構築
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概要.

本稿では、アマチュアによる小説執筆を支援するための方法を提案する。近年では、アマチュアであっ
ても、Web上で気軽に自らの小説作品を公開できるようになった。作品を公開することにより、作者は読
者からのフィードバックを受けることができる。しかし、小説を書くことは、設定の管理をはじめ様々なタ
スクを必要とするため、特にアマチュアにとっては良い小説を作るのは困難である。それらの負担を軽減
するために、我々は、自動キーワード抽出を中心とした、総合開発環境（IDE）的支援を行う手法を提案す
る。自動キーワード抽出は、本文内における登場人物の名前を検索し、人物リストへの追加を行う。登場人
物は普通、作中の設定を含んでいる。それを自動的にリスト化することにより、作者が行う作業の手間を減
らし、簡単に小説の整合性をチェックすることができる。我々は、Web アプリケーションとしてこれらの
機能を実装した。

1 はじめに

近年、インターネットの発展により、各種の創作
活動について、誰でも手軽に自らの作品をWeb公
開することが可能な環境がつくられてきた。小説の
執筆も創作活動のひとつであり、小説投稿サイトに
は数多くのアマチュアによる作品が掲載されている。
一方で、小説の執筆は、慣れないうちには困難な作
業であり、良い作品をつくることは難しい。
作者は、本文を書く以外にも、それに付随する設

定の管理や読み返しなどを行う必要がある。これら
の作業を疎かにすると、設定の矛盾を始めとしたミ
スが発生する原因となってしまう。当然、作品が長
期化するにつれて、これらの作業にはより時間がか
かるようになり、煩雑になっていく。それに伴い、本
文を書くための時間が減少してしまうことになる。
これらの手間を削減することができれば、作者は

本文の執筆に集中することができるようになると考
えた。そこで、我々は、プログラミング開発における
eclipseのような、IDE的支援を小説執筆に当てはめ
た手法を提案する。これにより、統合性の確認を効
率的に行うことができるようになり、作者の負担が
軽減されると考えられる。また、我々は、これらの
機能を提供するための、Webアプリケーションの提
案を行った。このアプリケーションは、設定管理の
手間を削減するために、コメント機能、キーワード
のハイライトと、それをより生かすためのキーワー
ドの自動抽出機能をもつ。
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2 機能
以下、アプリケーションがもつ機能について説明

する。これらは主に JQueryで実装され、エディタ
部分は CodeMirror[2]を用いている。
コメント機能は、本文中にコメントを残すことを

可能とする機能である。執筆の際、前回の執筆から
時間が開いてしまった場合、書こうとしていた内容
や、どのように展開させるつもりだったのかという
情報を忘れてしまうことが起こりうる。本文中にコ
メントを挟むことで、そのような事態を減らす効果
が考えられる。図1のように、コメント化には＠マー
クを用い、コメントアウトされた文章は文字色が変
更される。
図 2は、ハイライト機能を用いた場合のエディタ

である。ハイライト機能は、IDEにおける変数のハ
イライトと同様、本文中の単語を色分け表示する。
ハイライトしたい文字列を選択後、ユーザは背景色
と文字色を選択できる。同時に複数の単語をハイラ
イトすることも可能である。単語を効果的に色分け
することにより、読み返しの際に確認をやりやすく
なることが考えられる。
また、我々はキーワードの自動抽出機能を実装し

た。小説におけるキーワードとは、その作品の設定
を多く含んだ言葉であると仮定することができる。
多くの場合、作中で用いられる固有名詞がそれにあ
たる。我々は今回、その中でも登場人物の名前をキー
ワードと定めた。
キーワードの抽出にはMecab[4]を用いた。本文

に形態素解析を行い、その中から名詞を抽出する。
通常、固有名詞は本文中で繰り返し用いられるため、
登場回数が一定以上の名詞のみを抽出する。抽出さ
れた名詞は、図 3で示されるキャラクタテーブルに
まとめられ、執筆画面に表示される。このテーブル
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は、キャラクタの名前と基本情報を表示する。現時
点では、アイテム作成時には名前のみが入力され、
その他の情報はユーザが望むならば編集可能となっ
ている。
テーブルに入力されたキーワードは、そこから直

接ハイライト機能を利用することができる。各アイ
テムに自動的に追加されるサーチボタンをクリック
することにより、その名詞のハイライトが行われる。

図 1. コメント機能

図 2. ハイライト機能

図 3. キャラクタテーブル

3 予備実験
固有名詞の抽出精度を上げるため、予備実験を

行った。名詞を除外する規定回数を、本文の文字数
からの割合で三種類定め、異なる４つの作品にそれ
ぞれ適用した。作品には、「走れメロス」の全文約
10,000文字、「鹿の王」より二人の主要人物の会話
約 1,500文字、および投稿サイトに掲載されたアマ
チュアの作品から二つ（それぞれ一部シーンの抜粋、
数名による会話約 6,000文字と、大人数によるアク
ション約 9,000文字）を用いた。結果、規定回数を大
きく上げた場合であっても、重要人物はほぼ抜き出
されることが分かった。一方、シーンにおける登場
人物が多い場合には、除外の規定回数を少なくした
場合でも上手く抜き出せない傾向があることも発覚
した。これを解決するために、シーン単位の頻度の
みではなく、作品全体での登場頻度やその人物の行
動などによる重みづけを行うことで、これらの作品
でも精度を上げることができるのではないかと考え

る。また、同様に、上手く名詞として抜き出せない
人物名もいくつか存在した。例えば和名では、「西」
「原」など、意味のとれる最少単語が分離して抜き出
されてしまう。これを解決するためには、辞書デー
タの補強及び、特定のパターンではひとまとめの単
語として抜き出す処理を行う必要があると考える。
今後は、予備実験により得られたデータ及び自然

言語処理によるアプローチを用い、キーワード抽出
の精度の向上を行う。その後、アプリケーション全
体を通したパフォーマンスを調べるためのユーザ実
験を行っていく必要がある。

4 関連研究
小説の作業を自動化する研究として、ストーリの

自動生成を行う研究は古くから行われてきた。BRU-
TUS[1]は、裏切りのような事前定義されたテーマ
についての短編小説を書き込むプログラムである。
MINSTREL[5]は、このシステムは、保存された過
去のエピソードに基づいてストーリを作り出す。こ
れらの自動的な小説の作成というアプローチは、作
者がつまずきやすい導入部の執筆をサポートする場
合に役立つことが考えられる。しかし、本文の執筆
は作者の特徴が最も現れる部分であり、今回のアプ
ローチでは最低限の補助に留めるものとする。
文学的プログラミング [3]は、ドナルド・クヌー

スによって導入されたプログラミングへのアプロー
チである。我々は、文芸的プログラミングを参考と
して、我々のシステムにその基本的な考え方を組み
込んでいく。

Spell checking[6]は、スペルミスを減少させるた
めの基本的な方法を示している。プログラミングエ
ディタでは、構文のハイライト表示がミスの削減の
ために広く用いられている。したがって、我々は、
これらの機能が小説の執筆をサポートするために使
用できると期待している。
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